






日本人の体位は、近年、著しく向上しているが、歯科保健に関しては、齲蝕や歯肉炎の多

発、不正咬合、顎関節症の増加などがあって、状況は改善されていないばかりでなくむし

ろ深刻になっている。乳幼児の歯科保健についても、例えば未処置齲蝕の罹患率は､最近､

都市部を中心として低下しはじめたと言われるが、全国レベルでみれば依然として高い状

態が続いている。歯肉炎や不正咬合については､乳幼児期での頻度は齲蝕ほど高くないこと

もあってこれまであまり取り上げられていないが、いずれも学童期を通じて高くなり、し

かもその原因が乳幼児期にさかのぼって求められると考えられる。学童期の顎関節症につ

いても同様である｡ 

このような口腔の劣悪な状況は、単に歯の汚れのみによって起こるのではなく、その基盤

として､顎骨の発育不全による歯と顎骨の不調和が病因として大きく関与している。したが

って、このような咬合系の退化あるいは発達不全という概念を導入し、咬合の発達不全と

口腔内汚染との両者を対象とした歯科保健システムを、乳幼児期から展開することが望ま

れる｡このためには、その目標と内容を再整備し、母子保健との連続性を持たせて生涯教育

のなかに位置付けることが必要である。そこで、この趣旨に沿った乳幼児歯科保健計画に

ついて述べ､その有効性を確めるための試行について報告する｡ 


